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The Politics of Representation






















































































































































































































































































司会　中山智香子 N A K AYA M A C h i k a k o
（東京外国語大学地域文化研究科・助教授）
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かに刺激的でおもしろいと思うのですが、西
谷さんが整理している間、われわれが座を持
たせるということですね。
　ただ他のパネラーの方の感想を言わせてい
ただく貴重な機会なので申しますと、まず
ホックシュタインさんの写真と、またそれを
どういう状況で撮られたかということに関す
る今日のお話はひじょうに感銘を受けまし
た。というのは、今日の話の後半で言いまし
たように、実は私はいまの世界にダルフール、
スーダンについての情報が氾濫し始めている
ことにちょっと食傷しています。同時にその
背景にはスーダンに石油があるとか、スーダ
ンに国際社会が野心を持っているので、逆に
そのスーダンについての情報が出やすいよう
な状況ができているのではないかと思ってい
ます。スーダンについての情報が一種コマー
シャライズされているという印象を持ってい
ました。
　ただ、今日のホックシュタインさんのお話
を伺ったら、やはり最初はそうではない。ア
メリカでもアフリカについての関心は薄いし、
メディアがアフリカについて、スーダンにつ
いて資金を出してくれて、君はあそこに行っ
て写真を撮ってきてくれという状況では決し
てなくて、むしろ現地に近いところで取材し
ていらした有志の方が自分で苦労して企画を
持ち込んで行って、そして現地でビザを取り
トラベル・パーミッションを取って、とにか
くダルフールに行かなければといって、そう
して撮ってきた写真です。
　その意味で、私の最初の議論の中で言った
ような、ダルフールについての報道が氾濫す
るような環境自体が先進資本主義国の都合で
作り出されている、というのは、すこし短絡
的な言い方で、おそらく最初は個々の良心的
なジャーナリストが入っていって写真を撮
る。そこに行かなくてはと思ってNGOが行
く。それがある段階からマニピュレートされ、
本人たちが最初に払った大変な犠牲とは離れ
たところで流通し始めるというような転換点
があるのではないか、と感じたりしました。
　最初に現地に入られるジャーナリストは、
むしろ最初は全然関心を持とうともしない会
社のボスなどに抵抗しながら、自分で開拓し
ていらっしゃる。そのことは十分に評価しな
ければいけないと思いました。
　それからホックシュタインさんのお写真を
拝見して、スーダンの庶民の感情が本当に素
直に出ている写真だと感じました。失礼な言
い方になるかもしれませんが、外国の、特に
アメリカ国籍の女性がそこに行って写真を
撮ったのに、向こうが全然身構えることなし
に、むしろほんとうの素顔を示す、しかも一
番つらいときに、自分の感情を隠すことなく
被写体になっていることにはたいへん驚きま
した。
　それはやはり先ほどホックスタインさんが
おっしゃったように、どんなに教育されてい
ない女性に対しても、一般の村人に対しても、
自分の名前を言い、目的を言い、写真を撮ら
せてくれと言って、向こうの合意を得たうえ
で撮るということをなさっている。それに
よってコミュニケーションが成立して、ホッ
クスタインさんを信用して、この人を通じて
自分たちの状況を世界に伝えようということ
が、一人ひとりの女性に納得されたうえで撮
られていることにたいへん感銘を受けました。
　岡さんのご発表については、私は自分の報
告を挑発的にやりすぎたと思ったのですが、
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その裏にあるメッセージをよく汲んでいただ
いて、たとえばパレスチナならパレスチナの
ある一つの悲劇を語ることが、そこでは直接
語られないけれども、やはり関連する同じよ
うな問題がここにもある、ここにもあると想
起させるような表象のあり方はどうやったら
可能なのか、ととらえ直していただいたのは
ひじょうに有難かったと思います。
　また、岡さんのお話を聞いていて特にはっ
とさせられたのは、絶えず日本の問題にとら
え返していらっしゃって、たとえばエスニッ
ク・クレンジングとか、女性に対する性暴力
も、日本軍がかつてアジアでやったことと同
じなのだ、自分たちはどれだけ自分たちの責
任としてとらえているかというお話に戻って
くる。そこにたいへん感銘を受けました。
　それと関連して、もし時間があればあとで
このシンポジウムで議論していただきたいと
思ったのは、たとえばスーダン、あるいはア
フガニスタンでもパキスタンでも、現在のア
ジア、アフリカの新興独立国で起きている国
家権力による暴力は、私の感触ではスーダン
の現在の国家の責任であると同時に、その原
型をつくったイギリス、あるいは日本などの
植民地支配がつくり出した暴力のパターンが、
実は独立後の新興独立国の政権担当者によっ
て継承されているのではないかということで
す。ポスト・コロニアルなバイオレンス、暴
力のパターンとコロニアルなバイオレンスの
連続性という問題について少し考えることが
できれば、遠く離れたアフリカやアジアの暴
力の問題を自分たちの暴力の問題として考え
られたのではないかと思ったりしました。以
上です。
ホックシュタイン　パレスチナ・イスラエル
紛争、またスーダンを取材するということ
について、4年間エルサレムをベースとして
取材したのですが、1人当たり、あるいは面
積1単位当たり、イスラエル・パレスチナ問
題ほど報道されているものはないと思います。
以前は本当に毎日のように報道が出てきまし
た。世界のマスコミがあまりにも中東、イス
ラエル・パレスチナに集中しているというこ
とです。パレスチナの側の問題は他の悲劇に
比べると、やはり取材されている。ですから
イスラエル側、パレスチナ側、両側の取材が
いま行われていると思います。もちろんそう
ではないとおっしゃる方もいらっしゃるとは
思います。
　アフリカについても、スーダン以外に内紛
や内乱による悲劇が多い。私自身、アフリカ
大陸で22カ国を取材していますが、たとえ
ば北部ウガンダを取材したことはありません。
そこはほんとうに惨憺たる悲劇です。私はフ
リーランスで責任を感じて、やはり自分で行
くべきかもしれません。ナイロビベースで取
材をしていたときも、北部ウガンダに行けと
仕事をくださった方はだれもいなかったので
行かれませんでした。しかしほんとうに悲劇
の状況がウガンダにあります。ですからどの
ストーリーをメディアが拾うか、また拾わな
いかというのは興味深い問題だと思います。
中山　岡さんからの質問がもう一つあったこ
とを思い出したので、この関連でホックシュ
タインさんに伺っておきたいのですが、名前
の問題です。岡さんがご自身でもう一度質問
をお伝えしたいということなのでお願いいた
します。
岡　直前のホックシュタインさんのコメント
を伺っていて思ったのですが、やはり報道す
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る側、写真家の側が世界のすべてを報道する
ことはできない。だとすると先ほど私が話し
の中で申し上げたある出来事が表象されると
いうことが、別の何かを抑圧したり、隠蔽し
たりしないかたちでそうした作品が開かれて
いくための一つの回路、まさに見る側、私た
ち自身がその回路をどのようにつくっていく
かが問われているのだと思いました。
　ホックシュタインさんの写真を拝見してい
て思ったのは、報道写真というと写し出され
た写真がメインですが、写真だけがその考察
の対象になるのではないかと思います。先ほ
ど休み時間にちょっとお話ししていたら、今
回の作品でつけられているキャプションは
ホックシュタインさんがおつけになったもの
なのだけれども、でも彼女の写真が新聞に出
るときは新聞社の側が勝手にキャプションを
つけたりすると言っておられました。ですか
ら写真それ自体はまさに作品なのだけれども、
キャプションは何かおまけみたいなものに思
われている。
　でもホックシュタインさんの写真を拝見し
て思ったのは、キャプションがないとわから
ないものがたくさんあると思います。だから
といって写真はキャプションに従属している
わけではありません。写真を見てからキャプ
ションを見て、そしてもう1回写真を見ると、
それが突然本当にその写真自体がたとえば一
人の女性の人生を物語るようなナラティブに
なっているというすごい強度を持っていると
思います。
　たとえば先ほど固有名の話をしたのですが、
これをお持ちの方は31番の写真をご覧くだ
さい。キャプションを見ると「十字架を抱く
ルイザネベショバティ、23歳の母親。埋葬
の間じゅう、娘の死を嘆き悲しんでいた」と
書いてあります。しかしこの写真には娘を埋
葬するために土を掘っている男たちと、その
土、その背後にいる母親で、固有名が記され
ているルイザ・ネベショバティはいないので
す。あるいはいるとしたら、それは土の下で
すが、おそらくそうした個としての人間性は
まったく顧みられないかたちで殺されたもの、
しかしその人間としての尊厳を、この固有名
をキャプションに書き込むことで土の下にそ
のようなかたちで暴力的に殺された彼女のそ
の生が浮かび上がってくる。
　それとは対照的に33番の「UNの国連コ
ンゴ・ミッション本部の外で世界食糧プログ
ラムによる食糧配給を待つ難民たち」という
キャプションで、このキャプションの中に固
有名は出てきません。まさに配給の列に並ぶ
という個別的な生を破壊されるという難民の
状態に置かれているものたちなのだけれども、
ではその写真を見るとこれはカラーで撮ら
れていて、その3人の女性が写っているのだ
けれども、その三人三様の服を着ている。一
番前にいる若い女性はピンク色のワンピース
で、真珠のネックレスをしている。真ん中の
女性の黄色いスカーフがとりわけ目を奪いま
す。カラーで撮られることによって、彼女た
ちが着ている衣装のその色についても、一人
ひとりこういう状況になっても人間は個であ
るということを失わないというのを、私はす
ごく感じました。
　ですから私がホックシュタインさんにお聞
きしたのは、一つはキャプションをつけるに
あたっていま私が話した固有名、あるいは固
有名をつけるか、つけないかという部分、そ
れらをご自身がどのように判断をされている
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かということと、もう一つはお写真にカラー
作品もあればそうでないものもあります。カ
ラーにするかモノクロにするか。たとえば民
族浄化、レイプされた女性たちの一連の写真
は固有名すべて仮名だけれども、固有名が書
かれている。同時にこれらの写真はすべてモ
ノクロです。そのへんはどのようにご判断さ
れてやっておられるのか伺えればと思います。
ホックシュスタイン　名前の使い方ですが、
私はいつも可能な限り聞き出しています。多
くの写真は遠距離レンズや多くの人たちがい
ますので、大勢が写っている場合、一人ひと
り全部聞くことはできない場合ももちろん写
真の中にあるのですが、ただ可能な限り対象
の方の名前を入れようとはしています。
　いま写真を探そうとしているのですが、ダ
ルフールの写真の1枚を読者の方がインター
ネットで見て私にコメントをくれました。ア
フリカ系の黒人のアメリカ人だったと思いま
すが、名前を入れてくださってどうもありが
とう、お腹がすいたアフリカの国民だという
キャプションだけがついているよりも、やは
り個人名のほうが絶対よかったという読者の
反応でした。人間性を与える。それは人種と
か大陸とか紛争とは関係なく、可能な限り名
前を入れたほうがいいと思います。
　レイプの被害者に関しては、もちろん匿名、
仮名、または一切名前を出してほしくないの
か本人に聞きます。またレイプされた女性の
シリーズですが、アメリカの新聞のチェーン
で名前をぜひ出したいということでしたが、
仮名を使いました。たとえば選んだ名前です
が、保護するための仮名はアシャド・モハ
メッド、つまりモハメッドがおじいさんの名
前、アシャドがおばあさんの名前です。です
からシステムとして実際の本人ではなく、お
じいさんやおばあさんなど関係している名前
にしました。実際はどういう名前でもよかっ
たとは思うのですが、やはりレイプの被害者
で本人の名前を出してほしくないという場合
にはそういうかたちで名前を選びました。
　私はほとんどカラーのフィルムで写真を撮
ります。そしてデジタル化します。16、17
番のウズベキスタンはカラーネガを黒白に転
換しました。あとでコンピューター処理で白
黒に転換することもできるわけです。中で暗
くてライティングがあまり魅力的ではなく、
またかなり深刻な状況だったので、カラーを
付け加えるとこの写真はむしろマイナスに
なってしまうという判断でモノクロにしまし
た。
　国連で出す本で「ジェンダーベース・バイ
オレンス」のことですが、テーマが深刻だか
ら白黒がいいと指定しました。カラーという
のは楽しい雰囲気を出しかねません。ですか
ら緩和されてしまいます。ロイターズはよく
こう言っていました。白黒の時代は過去のこ
とだ、カラーで写真を見るべきだ、カラーが
画像の一部だからと言っていたのですが、た
だスーダンの写真もしかり、それによって問
題が薄れてしまうと思います。
　あれらの写真は1番と10番を除くとカ
ラーによって画像に何かが加わるということ
がありません。カラーはいいけれどもあまり
に楽しい雰囲気になりすぎてしまう。ですか
らGBVの画像に関しても同じで、色に役割
を果たしてほしくなかったのです。その画像
に対する反応ということですが、そうではな
くて本題が伝わるべきである。スーダンもそ
うですが、砂嵐は白黒だと伝わらない。でも
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それ以外は白黒でいいと思います。
　新聞はカラーで印刷するということでした
ので、白黒を使うことは個人的な選択だった
のですが、カラーのまま使おうとしました。
1点だけ加えると、カラーはダルフール、ア
フリカにおいてそれほど重要なテーマではな
くて、実は色をつけると女性とか彼女たちの
着ているものに注目が集まるということもあ
ると思います。ですから文化的な要素が画像
に加わるかもしれません。それも一つの理由
でカラーのまま残したということも言えるで
しょう。どうもありがとうございました。
中山　どうもありがとうございました。いま
聞いていて、よかったなと思ったのは、カタ
ログを持っていらっしゃらない方もいらっ
しゃいますので補足しておきますと、皆さん
がお手元にお持ちの資料のカバー、それから
ところどころに見られるポスター、写真の1
番ですが、1番はホックスタインさんも色の
効果をある程度考えておられたというお話が
いま出てきて、私も含めて皆さんもそうかな
と思うのですが、オレンジ色がやはり今回の
ホックシュタインさんの写真の中でも強烈な
印象を残すものになっていることは確かでは
ないかと思います。
　さて時間は限られているのですが、栗田先
生のほうから大きな問題をいただいています。
ポスト・コロニアルな力と、コロニアルな力、
要するに従来型のという言い方がいいかどう
かわかりませんが、帝国主義と言われていた
時代からそのあとにいわゆるネオ・リベラリ
ズムというかたちで語られるようになった時
代、この二つの時代の暴力についてという大
きなテーマはこれ自体、それこそもう一つの
シンポジウムが必要なぐらいに大きなテーマ
です。
　今回のスーダンの問題を中心とした中で、
おそらく皆さんが写真展を見ていただいた中
でも気になったでしょう一つのキーワードが
あります。それは「ジャンジャウィード」だ
と思います。栗田先生にもう少しだけ、この
「ジャンジャウィード」が何なのかお話しい
ただきたい。つまり、レイプをしたり、村を
破壊したり、要するに悪玉の最たるものなの
ですが、これが日本語のキャプションでご覧
いただきましたように「民兵組織」となって
いる。これは国がつくった軍隊ではないにも
かかわらず、それは政府とある意味で強く結
びついたかたちで活動を展開しているもので
もある。
　この「ジャンジャウィード」について少し
ご説明いただくことで、コロニアルな時代と
ポスト・コロニアルな時代をつなぐ何かの具
体的な事例が典型的に見られたら、とりあえ
ずの今日の答えはそこに見出しておく。そし
て、そこから先については今後もう少し考え
ていきたいと思っています。栗田先生、よろ
しいでしょうか。
西谷　もしよろしかったらそのついでに、こ
の質問の中にありますので、日本といまの
スーダンとのかかわりについて、ごくごく簡
単で結構ですから、皆さんがこれから何か調
べたりするときの糸口になるようなことを
ちょっとだけ付け加えていただきたい。
栗田　「ジャンジャウィード」は耳慣れない
言葉ですが、最近マスコミでもダルフール関
係で紹介されるようになった言葉です。こ
れは実は純粋なアラビア語でもありません。
「ジャウィード」に馬という単語の原型が
残っているようですが、「馬に乗った人々」
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ぐらいの意味で、現地のダルフールで被害に
遭った民衆の側が誰に襲われたか訊かれると、
ジャンジャウィード、馬に乗ったやつらにや
られた、というような言い方がされます。
　一般的に言われているのは、周辺の特に遊
牧民の部族を中心とした人々を政府がリク
ルートして、民兵として使っているというこ
とです。ダルフールに対する戦闘は、直接的
には低開発地域であるダルフールの人々が
2003年春ごろから南部にならうかたちで抵
抗運動を始め、SLA（スーダン解放軍）等の組織
をつくって、現政府に対する抵抗運動を始め
た、という背景があります。そしてそれに対
する弾圧が激化するかたちで現在に至ってい
るのです。政府は、政府軍を投入して弾圧す
ることももちろんやっているのですが、実は
その政府軍の中にダルフール出身の兵士がか
なり多いということがある。つまり低開発地
域はほかに就職口がないので、軍隊とか警察
に入る人が多いのです。それはどの国でもあ
る現象です。
　だから、皮肉なことに西部の反乱を弾圧し
ようとすると、政府軍の中には西部出身兵士
が多いので、政府軍とは別個の組織を投入し
て戦わせる必要がある。ダルフールの主要な
民族集団はフールと言われる人たちで、多く
は定住農耕民なんですが、その周辺に、言語
的にも文化的にも違うバッカーラと呼ばれる
アラブの牧牛遊牧民がいます。そういう、生
業形態や文化が違う近隣の部族民を、政府が
リクルートして民兵として用いているといわ
れています。
　ただ、実態はなぞに包まれている部分が
あって、すべてのアラブ系遊牧部族がジャン
ジャウィードに参加しているわけではない
し、政府軍とか「人民防衛隊」という現政権
系の義勇兵組織があって、それがジャンジャ
ウィードの訓練したり作戦計画を立てたりし
ていると言われているので、実は「部族民
兵」という以上に政府との関係が強いのでは
ないかと思われます。
　あるいは、もともとスーダン国籍も持って
いないチャドとかカメルーンなど近隣の部
族民をスーダン政府がリクルートしてきて、
スーダン国籍を与えて民兵組織にしている場
合もあると言われるので、この場合はダル
フール現地ではなく、外からそういうならず
者集団を連れてきて訓練しているということ
になります。ということで、必ずしも現地の
アラブ系遊牧民がすべてジャンジャウィード
に加わっているというわけではないと思いま
す。
　西谷さんからあった二つ目のご質問、日本
のスーダンに関する関与という問題ですが、
私は基本的にはいま日本政府がやっているこ
とに対してはかなり懐疑的に見ています。皆
さんご存じのように日本はなぜか今年になっ
てからスーダンに急に興味を持ち始めている。
　具体的にいうと南北内戦の終結に伴って国
連が1万人規模のPKO活動を行おうとして、
そのために各国の軍隊を送ると言っています
が、日本政府は突然スーダンPKOへの自衛
隊派遣を検討し始めていて、それは国連安保
理常任理事国に入るにあたっての実績づくり
になるからだそうです。日本はアジアの国々
からは恨まれているので、アフリカ票を固め
たい、そのためにアフリカで貢献したという
実績が必要だというので、スーダンPKOへ
の参加という話が持ち上がってきました。
　ところが、お話ししてきたように、国連の
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スーダンに対する関与も大枠としてみるとや
はりスーダン人すべてが歓迎しているわけで
はない。PKOという大義名分はありますが、
本来、南北内戦については終結していて、モ
ニタリング程度で十分であるものを、そこに
1万人規模の外国軍が入ってくることに対し
ては現地の人は反発していたりするわけです。
そういう意味で派兵が必ずしも肯定的にとら
えられない中で、日本が常任理事国入りとい
うひじょうに利己的な動機でにわかに動き始
めるということについて、私はたいへん懐疑
的に見ています。以上です。
中山　ありがとうございます。またしても日
本外交の醜い一面が出てしまいますが、それ
とともにスーダン政府がWTOに入ろうとい
う動きがあって、そのために日本人が大抜擢
されて一役買っているということも一部の新
聞で報じられていたりして、日本からもスー
ダンは決して遠い国ではありえないという状
況が出てきていることは確かです。
　先ほどの栗田先生のコメントは、実は岡先
生への質問だったということですが、もし岡
先生のほうからコロニアルとポスト・コロニ
アルに関して、これは問題が大きいのですが、
ご発言があれば一言いただけますでしょうか。
岡　栗田さんのコメントを伺っていて私が
思ったのは、アルジェリアで90年代に起き
ていた事例はおそらくそういうものとして考
えなくてはいけないのではないかというこ
とです。90年代、イスラーム救国戦線（FIS）
が総選挙で勝利した。その結果をクーデター
でつぶして、イスラーム主義勢力が政権を
とるということ自体が否定されたことによっ
て、アルジェリア社会が内戦状態に崩れ落ち
ていく中で、過激なイスラーム主義の人たち
によって、スカーフをかぶっていない女性た
ちが殺されるといった出来事もありました。
　そこだけを取ってみると、スカーフをか
ぶっていない女性を、イスラームの戒律を強
要する者たちが殺しているという、いわゆる
文化とか宗教など本質主義的な部分の対立で
読み取られてしまう出来事です。しかしなぜ
イスラーム主義者がスカーフをかぶっていな
い女性に対してそういった粗暴な暴力を振る
うのか。その背景として、フランスのアル
ジェリア植民地支配時代に、イスラームやス
カーフがどのようなものとしてあったのかを
考えてみる必要があるでしょう。植民地時代
にそうしたものに対して行使された暴力が、
かたちを変えて、独立後にもう一回きわめて
暴力的なかたちとなって再起してくる。そう
いった部分まで見ないといけないのではない
か。そうしたことに関連するようなご指摘だ
と私は聞きました。
中山　ありがとうございます。それではこの
あたりで時間もそろそろなくなってきました
ので、西谷先生のほうに1度お返しして、触
れられなかった質問のこと、全体のことなど
についてコメントをいただきたいと思います。
西谷　質問を整理しましたが、いまの皆さん
のお話の中に重なる部分がかなりあったよう
で、多くの質問は、直接、間接的なかたちで
答えていただいたとみなしていいのではない
かと思います。ただ、ひとつそれでも取り上
げてみますと、栗田さんもスーダンの問題に
関してひじょうに詳しい方で、この問題を
ずっと追ってこられた。岡さんも表象の政治
ということに関しては実に鋭い分析、指摘を
されてきました。そこで二つのことがありま
す。
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　われわれはいま3人の方をお迎えしてお話
をうかがいました。そのとき、もちろん岡さ
んの言われたような、ある表象のネガティブ
な作用、ポジティブな作用、メディアのネガ
ティブな作用、あるいは先ほど言いましたよ
うな、メディアが水平的にすべてを追うこと
ができるか、また現在のニュースに歴史的な
いろいろな記憶を含みうるかといった、きわ
めて鋭敏に批評意識に関わる問題もでてきま
す。そういう問題にわれわれがどう関わるか
というときに、その入口になるのが、今回の
場合はまさしくホックシュタインさんの写真
だったわけです。
　おそらくホックシュタインさんはスーダン
の事情について、もちろん調べないといけな
いですし、いまでは十分詳しく現実をよくご
存じだと思うのですが、先ほどホックシュタ
インさんは写真を撮ることがこういう出来事
に対する自分の対応の仕方だと言われました
が、とにかくそこに行って撮るという、そう
いう直の行為を通して対応し、その結果あの
イメージがわれわれに送り届けられる。そし
てまさにそれを見ることからわれわれの反省
が始まるわけで、あるいはそこからわれわれ
の、情報をもとにした反省や批判が始まるわ
けです。だからここでいろいろ議論がなされ
るけれども、その議論＋イメージがあるとい
うことが、われわれにとって大事なことなの
ではないかと思います。
　そこで皆さんの質問を集約してみると、
ホックシュタインさんに関して出されている
質問は、なぜ写真なのかという点にまとめら
れます。それから、ああいう危険なところ
に女の人として行くわけで、女性で写真家で
あることを自分ではどう受け止めているのか、
その点についてお話しいただければと思いま
す。
ホックシュタイン　後者から先に答えたいと
思います。私は写真家であることと女性であ
ることはあまり分けて考えたくありません。
私はフォト・ジャーナリストとしての仕事を
まっとうしていて、それが私の目的です。実
際起きていることをどのようにベストに伝え
ることができるかを考えています。政治的な
ストーリーであれ、別の国のことであれ、ど
のように説明したらいいか、世論に訴えたら
いいかを考えます。
　私の性差、女性ということは、女性問題と
いうことがあって初めて要素になります。個
人的にそういったことに興味を持っています
が、ではなぜ個人的にこの問題に興味をもっ
ているかと考え直すと、私が女性だからとい
うことになるかと思います。そういった意味
でジェンダーは果たす役割があります。おそ
らく男性がアクセスを持たないであろうとこ
ろにアクセスを持つことができるでしょう。
レイプだけではなくて、たとえばフィスタラ
などの病気、出産のときに女性が直面する問
題などで女性であることが役に立っていると
思います。
　逆に女性だからできなかったということは
感じたことがありません。奇妙なことですが、
アラブ世界で4年間仕事を続け、スーダンで
4年間仕事を続けてきました。スーダンは特
に北部、ダルフールは回教徒が支配的ですが、
男性と同じように扱われます。私は男性と活
動しますし、男性と木の下でお茶を飲んでお
しゃべりをします。女性はみんな家の中にい
て1人もいない。食事をつくっているか紅茶
を供している側ですが、私は男性と一緒に外
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で時間を過ごすことができます。それは私が
外人だからです。
　パレスチナで作業をしたときもそうです。
ハマスのリーダーに会いに行ったときに、彼
の妻や娘とは会えません。彼女たちは隠され
ます。私は男性と一緒にタバコを吸ったり、
お茶を飲んだり、彼らがやっていることを一
緒にして、そして時間を過ごしていました。
つまり敬意を表される男性として扱われた。
それは私が外人だからでしょう。そういった
意味で私が女性だということは1度も問題に
はなっていません。
　最初の質問ですが、なぜ媒体として写真を
選んだかということですね。私は芸術として
の写真には興味を持ちませんでした。興味を
もっていたのはいつもフォト・ジャーナリズ
ムでした。子どものころから説得力のある画
像が頭の中に残っていて、ジャーナリズムに
入りたかった。そこから写真に入っていきま
した。問題の中心にいたい、問題の証人にな
りたい、世界で起きていることをこの目で見
たいという性格なのです。そして写真を撮る
のも好きだったから、その二つを併せてこの
キャリアを追求しただけのことです。
　このキャリアを決めたのは19歳の大学生
のころで、あのころはエキサイティングで、
プロセスに取りつかれてしまいました。私の
写真をほかのフォト・ジャーナリストが撮る
写真と比べると、スタイルが違うなと思われ
るかもしれません。岡先生がおっしゃいまし
たが、私が撮った写真を見るとストーリーが
明確です。フォト・ジャーナリストとして
成功するには芸術性がなくてはならないので
すが、芸術性の度合いは人によって違うと思
います。私は明確に訴えたい。私の写真を見
て何が何だかわからない、何が起きているの
か、なぜここをぼかしたかというふうに聞か
れたくないのです。私の目的は、ニュースの
ストーリーを画像で明確に伝えて、なるべく
多くの人たちに理解してもらうことで、それ
が私のスタイルです。これで答えになったで
しょうか。
中山　ありがとうございました。そろそろ時
間なのですが、先ほど休憩時間にたまたまお
会いしました、アイルランド紛争のことでひ
じょうに鋭い研究をなさっている尹慧瑛さん
が会場にお見えですので、今日のシンポジウ
ムについてのコメントを何かひとこといただ
けたらありがたいと思います。
尹　突然振られてちょっとびっくりしていま
す。では短くコメントをさせていただきた
いと思います。今日は司会の先生方も含め
て、とても魅力的な顔ぶれのシンポジウムを
企画してくださって、楽しみにして来ました。
ホックシュタインさんの写真について、ああ
いった写真を撮られたこと、存在したこと、
そしてそれを私たちが見ることができるとい
うことが本当に形容しがたいというか、それ
を私はすばらしいと思いました。ほかの先生
もおっしゃっていましたが、撮られる人と撮
る側のほんとうに信頼関係がそのまま写し出
されている。たぶんホックシュタインさんは
いろいろなところで、その場とか状況とか人
に常に試されていると思うのですが、その結
果ああいう写真がいつもきちんとかたちに
なって出ていることに、ひじょうに感銘を覚
えました。
　一つ質問というか、ほかの先生方にも
ちょっとお聞きしたいこと、私個人のひじょ
うに実際的な悩み、問題がありますので、こ
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の場で言わせていただければと思います。私
自身も北アイルランドという30年以上紛争
を抱えてきた地域を対象として研究してい
ます。毎年現地に行っていろいろなものを見
て、いろいろな人と会って、いろいろなコ
ミュニティに自分の足で入っていって、決し
てステレオタイプで撮られた写真ではわか
りえなかったいろいろな状況に自分自身で
出会いました。
　それを何とか写真というかたちでほかに
開いていけないかと思って、決してプロでは
ないのですが、写真を毎日150枚以上、機会
があれば撮っています。撮り終わった瞬間
に自分でファインダーを見て再生してみる
と、私がいま見たものではないようなものが
写っていると、どうしても感じてしまうこと
があります。
　というのは、ひじょうに絵になる、典型的
な、それこそメディアの写真などでよく使わ
れてきた物々しい壁画の風景、人々が行進し
ている様子をひじょうにきれいにフレーム
に収めても、実はその隣で全然それに関心を
持たないで普通にショッピングをしている
人がいたり、あるいは物々しい壁画のすぐ横
にきれいなお花が咲いていたり、そういうこ
とを実際の目では全部自分は見ているのだ
けれども、写真にはそれがなかなか写せない。
どうしても典型的な写真をどこかで撮りた
いという欲望が働いてしまっているのかも
しれません。
　それを実際問題として授業で使おうとし
たときに、もしかしたら自分が批判的に見な
ければいけないところを加担してしまうの
ではないかと、自分で撮った写真をどのよ
うに使えるのか、あるいは撮っていけるのか、
いつもすごく悩みながら考えます。ですから
プロの写真家であるホックシュタインさんに、
たとえば栗田先生がおっしゃっていたような
帝国主義的なままざしではなくて、何か自分
といろいろな人や地域がつながるようなかた
ちで写真を撮ることがどういうふうに可能な
のか。あるいは何かをきれいにフレームに収
めることで、ほかのことを隠蔽しないような
かたちで写真を撮ることは、素人の私にもど
ういうふうに可能なのか。もしかしたらでき
ないのかもしれない。
　あるいは栗田先生も岡先生も、たとえば現
地に行かれて撮った写真などをどのようにお
使いになっているのか。もし工夫などがあれ
ば教えていただきたいと思います。
ホックシュタイン　ほんとうの現実はあるの
かということです。一人ひとりにおいて視点
があるわけで、それが写真によって伝わるこ
ともあれば、ジャーナリストが何かを記事に
書くことによってそれを伝えるのかもしれま
せん。何かを取材するときに個人の資格を脇
に置こうとしても主観的にならざるをえない
と思います。それは不可能だと思います。ど
うやってストーリーをイメージで伝えるか
ということを考えるときに、そのストーリー
を伝えてくれる要素を探そうとするわけです。
もしかしたらあなたが思うところのある事象
を描写している要素を探すかもしれませんし、
あるいはその事象を象徴しているような要素
を探すかもしれません。
　いずれにせよ、その写真を通して自分が伝
えたいことが伝えられるような要素を何か探
そうとしてしまうわけです。たとえばスーダ
ンを取り上げると、写真家が入っていって飢
餓している子どもの写真を撮ることは客観的
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ではありません。子どもにカメラを向けて
写真を撮ると、そこには真実はあるのです
が、それと同時にスーダンの政府職員だった
ら反政府的だと言うでしょう。ですから一人
ひとりの視点はいずれにしても入ってしまう
わけです。いろいろな点をおっしゃったので、
全部覚えているかどうかわからないのですが、
これで答えになったでしょうか。どうもあり
がとうございました。
栗田　いまのご質問を私に聞かれてもしょう
がなくて、私はやっぱり写真はすごい技術だ
と思うのです。文章で表現するのと同じよう
に写真で表現する人がいる。私は基本的に自
分は写真では表現できないということを感じ
ました。
　1985年から87年、93年から95年、そし
て今年とスーダンに行ってきて、スーダンに
もう数年間いたことがあるのですが、まさに
ご質問があったようにいい写真と思って撮っ
てきても、現像してみると全然本質をとらえ
ていなかったり、がっかりする写真であるこ
とが多いのです。私の場合は写真で何かを伝
えようとすることは諦めています。
　また、写真を撮ること自体が相手との人間
関係を壊すことがあります。写真を撮ってい
ること自体が日常生活の自然な流れを壊して
しまうことがあるので、ふだんは写真を撮り
ません。だから私が持っている写真は、たと
えばホームステイしていた家族から別れて
帰ってくるときに記念写真をみんなで撮りま
しょうと、パチパチと撮って帰ってくる。基
本的には、そういう平凡な記念写真類が手元
にあるだけです。
　それはとても情けないことではあるけれど
も、いつか写真家の広河隆一さんが『パレス
チナ』という本の中で、昔は自分はドラマ
チックな写真を撮ろうと思っていたけれど、
あるときから人間にとっていちばん大事な写
真は記念写真だ、むしろその人が一番幸せで
みんな集まって合意のもとでニコニコ撮って
いる写真が一番大事な写真だと書いていらっ
しゃいました。それを見たときからもう観念
して、記念写真以外は撮らないことにしてい
ます。
岡　写真を撮らない研究者は私だけでないこ
とを知っていま安心しました。私も写真は下
手くそだし、もう一つ写真を撮るのが苦にな
らない方というのはたぶん見ることとカメラ
で写真を撮ることがほとんど同じ行為として
あるのではないかと思いますが、私の場合は
カバンからカメラを出して、キャップを外し
て、構えて、シャッターを押してということ
が、まったく異次元の行為なのです。写真を
撮ると思うと、それ以外のあらゆる感覚が
ストップしてしまう。だから自分が人と会う、
あるいは現地を体験するということにおいて
カメラがそこに介入してくると、私が感じら
れなくなってしまう。
　だからあるときからカメラを持つことすら
もやめて、持っていてもどうせ撮らないから
私以外に撮ってくださる方がいるのだったら、
どんどん撮っていただく。あとでその写真を
利用させていただくことにして、私自身はむ
しろその場で私が肉眼で何を見て、何を聞い
て、何を肌で感じたか、そこに集中するよう
にしています。あとで写真が必要になってく
るのだけれど、でも自分の中で写真を撮らな
ければ忘れてしまうものはそんなたいしたも
のではないのではないかというのもあります。
中山　ありがとうございます。もう終わらな
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ければいけないと思いますが、栗田さんが広
河さんのことに言及されましたので、そちら
にお座りの広河さんにどうしてもマイクを回
さざるをえません。ほんの一言で結構です。
『DAYS JAPAN』」の広河さんです。
広河　頭の中が真っ白で何も……。彼女の
写真がわれわれ『DAYS JAPAN』のフォト
ジャーナリズム大賞に選ばれたのですが、そ
のこと自体がわれわれにとってもすごくよ
かったなと、いま特にこのシンポジウムを聞
いていて余計にそのように思っています。
　彼女がジャーナリズムから写真を選んで、
フォト・ジャーナリストに入っていったとい
うその生き方みたいなものが、日本にはほと
んどないケースなのです。日本のフォト・
ジャーナリストは普通、写真学校で勉強して、
そして現場に行くということで、現場で何が
起こっていようが、あるいはその問題の本質
に興味を持たなくてもとにかく現場のシャッ
ターを切るという行為をしているものが多い
わけで、アイデンティティの基盤は写真家で
あるけれどもジャーナリストではない。けれ
ども彼女の場合は、ジャーナリズムを一番基
盤に置いたところで、その中の一つとして写
真を撮るという生き方をしています。こうい
う人たちが日本ではなんで育っていかないの
かとつくづく思います。
　われわれの『DAYS JAPAN』という雑誌
はそういうことを写真を通じて見て、伝えよ
うとしています。基盤はジャーナリストであ
るということ。ジャーナリストである限り、
ジャーナリストとして守らなければいけない
もの、歴史があって、失ったもの、敗北した
歴史も、全部抱えながら現在対象に向き合う
わけです。そういう人たちをこれから送り出
すような、あるいはそういう人たちの作品を
紹介するような『DAYS JAPAN』という雑
誌があって、その中の賞を受けた人がイヴリ
ンであったということはわれわれにとっても
たいへんよかったと思いますし、来てもらっ
てとてもうれしく思っています。（拍手）
西谷　では時間も過ぎておりますので、いま
の広河さんのお話を最後にして、締めくくり
だけさせていただきます。
　先ほどから何度も強調していますように、
私たちはある窓を通してでしか世界を見られ
ません。いまイヴリンさんが言われましたが、
情報にしろ表現にしろ、すべては書けないわ
けです。すべてが書けるのであったら、もう
それは現実ですから。情報はつねに枠取られ
たものである。それをどうやって有効に枠取
るか、どういう意図で枠取るか、そしてどこ
に運んでいくか、その判断の一つひとつがわ
れわれに問われていると思います。
　今日の企画でも、スーダン問題、アフリカ
の問題、あるいはジェンダー、グローバリ
ゼーション、ネオ・リベラリズムの問題と、
その一つひとつをわれわれは全体としてとら
えることはできないし、われわれの生活と直
接どのようにかかわっているかということす
べてを語ることはできません。けれども、た
とえばホックシュタインさんが現地に行って、
ああいうかたちでのイメージをわれわれのと
ころに送り届けてくれる。そうすると、それ
がわれわれの世界にとっての窓になって、で
はスーダンはどうなっているのだということ
になると、栗田さんのお仕事がある。そして
栗田さんを初めてお訪ねして、スーダンのこ
とを伺いたいのですがとか言うと、栗田さん
は何と言うか。スーダンのことなんかにあま
史資料ハブ／写真展＋シンポジウム／〈人間〉の戦場から
74
り関心を持たないでください。要するに先進
国の人間が下手な、よこしまな意図を持って
介入するからここは乱れる。そうではなくて、
むしろそこにある自力、そこの土地の自力、
あるいはそこ自体が持っている解放の力に任
せておいたら、こんなに混乱しないかもしれ
ないと言われる。
　栗田さんは介入とか干渉と言われました。
自分の方に意図があって、あるいは利益が
あって介入していくということです。そうす
るとそこの問題が複雑になってくる。これは
政治的な介入だけではなくて、情報としての
介入もそうかもしれない。けれども、そうい
うことにわれわれはまた気がつかされながら、
では放置しておけばいいのかということでは
なくて、まさに同じようなことがどこでも起
こっているし、日本も今ではスーダンと無関
係ではない。そしてまた、岡さんが指摘され
たような戦時性暴力の問題はここにもつねに
あるのだということで、ここでまた考える視
点ができる。そんなふうに、この3人のお話
を伺うことで、自分が身近に感じることがで
きる現実の中に、世界のいろいろな局面をつ
なげてくることができるのだと思います。
　だから、今日3人の方に来ていただいてそ
れぞれいろいろお話しいただいて、いろいろ
な問題が出されたわけですが、その問題はこ
こで論議することで解明されるとか、尽くさ
れるということではない。その一人ひとりの
論議の重ね合わせを通して、われわれが自分
の現実をどう受け止め、どう構想していく
か、そういう組み立てができるということで
す。この企画の主要な意図もそういうところ
にあって、そういうかたちで皆さん方も受け
止めていただけたら、この短い3時間、それ
と写真展ですが、それなりに実りがあったの
かなと考えています。
　先ほども言いましたが、そのためにパンフ
レットをぜひお役立てください。時間がない
中、学生たちが篤志でがんばって何とか今日
に間に合うように作ってくれました。活用し
ていただければその尽力もむくわれます。
　それと、ともあれ今日は女の人たちの力を
前面に出すということで、最後はやはり中山
さんに締めていただきます。
中山　本日は長い時間、ゲストの3人の方、
本当にどうもありがとうございました。（拍
手）それからいま西谷さんもいま多少触れて
くださいましたが、本当にたくさんの人々
の協力があって今日のシンポジウムができま
した。スタッフの皆さん、本当にどうもあり
がとうございました。（拍手）そして梅雨時で、
今日は雨こそ降っていませんが、お忙しいと
ころをわざわざ時間を割いてきていただきま
して、皆さん本当にどうもありがとうござい
ました。これで終わらせていただきます。（拍
手）
（採録文責　西谷）
